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見ると，出産後も仕事を継続する「両立コース」を希望する者が 1987 年には 18.5％だった
のに対し，2010 年には 30.6％に上昇しており，出産後も仕事と子育ての両立を希望する女
性は増えている（国立社会保障・人口問題研究所，2010）。一方，未婚の男性が女性に望む
ライフコースでも，「専業主婦コース」が 1987 年の 37.9％から 2010 年には 10.9％と大幅に
減少し，変わって「両立コース」が 1987 年の 10.5％から 2010 年には 32.7％と大幅に上昇
している。女性の出産後の実際の選択を見ると，1998 年には第 1 子出産後の就業継続率は
27.3％だったのに対し，2008 年には 32.5％と約 5％上昇している（国立社会保障・人口問
題研究所，1998，2008）。その中でも常勤女性の継続率は 40.5％と高く（パート・アルバイ





































パートでは 83.5%，自営では 83.1%，常勤であっても 67.6％と高い割合を示している（国
立社会保障・人口問題研究所，2008）。夫への家事や育児の期待と現実との間には差がある
































ていく。日本では，戦前から 1950 年代半ばまでは，労働者の半数以上が農業等の第 1 次産
業に従事していた。農業世帯では，女性は農作業に加えて家事労働も負担する家族従業者
として働いている場合が多く，働く女性の 60％以上が農業等の第 1 次産業に従事していた
（経済企画庁，1997）。経済発展によって日本の産業構造は，農業を中心とした第 1 次産業
から，製造業を中心とする第 2 次産業へ，さらには第 3 次産業へと移行していった。製造
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第２項 Erikson, E. H.の生涯発達の理論 




















Table 1 Erikson, E. H.の心理・社会的危機の図式 （Erikson, E, H., 1959，西平・中島訳, 2011） 



































































































































































 Erikson は，おおよそ 20代半ば以降の人生を，若い成人期（ヤングアダルト），成人期，







































































































































































































































































































が 0－3 歳で家庭で子育て中心の生活を送っている 11 人の母親（平均年齢 30.5 歳，子ども










































































































































































































































































































本目的に沿って，以下の通り研究 1 から 3 までの実証研究を行う。各研究の目的は次の
通りである： 
 研究 1：乳幼児をもつ働く母親への質問紙調査 
研究 1 では，乳幼児をもつ働く母親にとっての心理的危機と，危機を契機とした成長
的変化とは何かを明らかにするために，質問紙調査を行う。研究 1 は，以下の 3 つの
研究から構成される： 


























・ 研究 1-3：働く母親の心理的成長プロセスの自由記述分析 






























第一に，Erikson や岡本をはじめとする成人期の発達理論，Tedeschi らの PTG 理論，お
よび柏木らをはじめとする母親の発達に関する実証研究は，これまでのところ各々独立し





























































構築に適した修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（Modified Grounded Theory 
Approach: M-GTA）（木下，2003）を採用する。 
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ド・セオリー・アプローチ（Modified Grounded Theory Approach: M-GTA）（木下，2003）を
採用した。本研究は，研究 2 の面接調査の前段階として行うもので，危機から成長的変化
へのつながりと方向性を確認するための予備的な研究と位置づけられる。 














第 7 章（研究 3）では，第 6 章（研究 2）の質的研究で明らかにした母親の心理的成長
プロセス・モデルの確認を目的として，確認的な数量的研究を行う。第 3章（研究 1-1）










第 8 章では，各章で得られた知見をもとに，本研究の総括的な討論を行う。第 1 節では，

































第２節 方 法 













2010 年 9 月から 11 月に，都内の 16 ヶ所の認可および認証保育所（新宿区 1 園，武蔵野




配布した調査票は 787 部であり，そのうち 405 名から回答を得られた（回収率 51.5％）。
そのうち，記入漏れが多かったものや調査対象以外の回答者が記入した調査票を分析から






（1） 育児肯定感・否定感  
 働く母親が子どもや育児に対してどのような感情をもっているかを測定するために，菅
野・田矢・柏木（2003）が作成した「子ども子育てへの感情尺度」のうち，子ども・子育





（2） 心苦しさに関する項目  






る」の 5 件法で回答を求めた。 
 
（3） Stress Response Scale-18（SRS-18） 
 働く母親の精神的健康を評価する尺度として，鈴木（1997，2004）による SRS-18 を用
いた。SRS-18 は日常のストレス場面における「心理的ストレス反応」を多面的に測定する












「5．あてはまる」の 5 件法で回答を求めた。逆転項目（項目 3，5，8，9，10）について
は，逆転処理を行ったうえで尺度得点を算出した。 
 














均年齢 37.0 歳（SD=5.37，範囲=24-57），第 1 子の平均年齢 4.4 歳（SD=3.19，範囲=0-18），






15.3％，公務員・団体職員は 9.5％，契約・嘱託・派遣社員は 6.3％，自営業は 4.5％，その





Table 2 回答者の基本属性 
平均値 SD 最小値 最大値 N
妻年齢 （歳） 35.6 4.64 23 48 384
夫年齢 （歳） 37.0 5.37 24 57 367
同居祖父年齢 （歳） 66.8 4.83 57 78 16
同居祖母年齢 （歳） 65.5 5.09 56 76 22
他の同居者年齢 （歳） 38.8 15.96 18 67 6
第一子の年齢 （歳） 4.4 3.19 0 18 390
第一子の性別 男 47.2% - - - 184
女 52.1% - - - 203
第二子の年齢 （歳） 3.0 2.89 0 16 184
第二子の性別 男 51.1% - - - 94
女 48.9% - - - 90
第三子の年齢 （歳） 3.1 2.56 0 11 37
第三子の性別 男 48.6% - - - 18
女 51.4% - - - 19
第四子の年齢 （歳） 2.6 2.19 0 6 5
第四子の性別 男 60.0% - - - 3
女 40.0% - - - 2
子どもの数 (人） 1.6 0.71 1 4 400
1人 53.8% - - - 215
2人 36.8% - - - 147
3人 8.3% - - - 33
4人 1.3% - - - 5
最終学歴 中学 0.8% - - - 2
高校 9.3% - - - 37
専門学校 19.0% - - - 76
短大 17.8% - - - 71
大学 46.0% - - - 184
大学院 6.8% - - - 27
無回答 2.0% - - - 8
職　業 会社員 41.0% - - - 164
公務員・団体職員 9.5% - - - 38
自営業 4.5% - - - 18
契約・嘱託・派遣社員 6.3% - - - 25
ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ 15.3% - - - 61
専門職 20.8% - - - 83
その他 0.8% - - - 3
無回答 2.0% - - - 8
仕事と子育ての両立期間 （ヶ月） 45.1 36.98 0 204 393





協力者の数は約半数は１が 51.3％と最多であった（Table 3）。 
Table 3 育児協力者 
割合 N
育児協力者の有無 いる 69.0% 276
いない 30.8% 123
無回答 0.3% 1


















実現」は 29.5％，「社会参加」は 14.5％であった（Table 4）。 

















Table 5 夫の協力満足度と仕事満足度の割合 
割合 N























45.1％と半数近く見られた (Table 6)。 
Table 6 母親規範意識と理想の子育て実現度の割合 
割合 N


























1 は.894，因子 2 は.624 であった。各因子の項目の平均値を下位尺度得点とした。 
 
Table 7 育児感情尺度因子分析結果（主因子法・プロマックス回転後） 
1 2























ロマックス回転）を行った。因子負荷量が.35 未満の 1 項目を削除して再度因子分析を行い，
固有値 1 以上，因子負荷量.35 以上を基準として 5 因子を抽出した。プロマックス回転後の













係数（Cronbach の α）は，因子 1 は.772，因子 2 は.851，因子 3 は.829，因子 4 は.721，因




Table 8 心苦しさ因子分析結果（主因子法・プロマックス回転後） 
1 2 3 4 5
第1因子 子どもへの心苦しさ （α = .772）
ゆっくり関われないことが子どもに申し訳ない .801 -.050 -.022 -.018 -.046
子どもに寂しい思いをさせている .657 -.057 -.035 .106 .046
疲れで子どもに優しくできないのがつらい .649 .002 .057 -.040 -.052
別れ際の子どもの様子を見ると心苦しい .600 .095 -.045 .059 -.064
子どもの調子が悪い時にも一緒にいてやることが出来ないのは
申し訳ない
.448 .048 .072 -.128 .189
第2因子 祖父母への心苦しさ （α = .851）
祖父母の助けを借りながら仕事を続けるのはつらい -.037 .890 -.023 .014 .061
子どもの送迎を祖父母にしてもらうのは心苦しい .094 .827 .057 .010 -.153
祖父母に自分の子どもの面倒みてもらうことで迷惑をかけている -.047 .725 -.042 -.026 .111
第3因子 職場への心苦しさ （α = .829）
上司や同僚に仕事を任せて先に帰るのは心苦しい .047 -.010 .977 -.007 -.083
同僚より仕事の負担を軽くしてもらうのは申し訳ない .004 .025 .730 .032 .052
子どもが病気で仕事を休むときには職場に迷惑をかけている -.058 -.022 .644 -.006 .110
第4因子 夫への心苦しさ （α = .721）
夫のことを最優先でできないのは申し訳ない .019 -.005 -.033 .829 -.068
夫に家事や育児を手伝ってもらうのは心苦しい -.047 -.005 .034 .712 .027
家事が十分にできないことで夫に迷惑をかけている .051 .019 .036 .455 .200
第5因子 母親規範による心苦しさ （α = .785）
母親として育児や家事が十分にできないのは心苦しい .159 -.031 .014 .003 .739
子どものことより自分のことを優先するのは後ろめたい -.070 .031 .073 .044 .667
子どもが小さいのに子育てに専念できないのはつらい .282 .014 -.062 -.008 .533
因子相関行列 因子1 因子2 因子3 因子4 因子5
因子1 ― .329 .311 .424 .691
因子2 ― .298 .202 .359






    
（3） 精神的健康尺度（SRS-18） 
精神的健康尺度は，「抑うつ・不安」，「不機嫌・怒り」，「無気力」の 3 つの下位尺度ご
とに，「全くちがう」＝0 点～「その通りだ」＝3点として，それぞれ 6 項目の得点を加算


















Table 9 心苦しさと育児感情・自尊感情の相関係数 
心苦しさ 育児肯定感 育児否定感 自尊感情
心苦しさ ― 0.023   0.360***   -0.359***
育児肯定感 （386） ―   -0.149**   0.215***
育児否定感 （385） （399） ―   -0.452***
自尊感情 （385） （399） （398） ―























Table 10 心苦しさと項目別の育児感情・自尊感情の相関係数 
心苦しさ 自尊感情 平均 （SD）
心苦しさ ― ― 2.83 (0.71)




  0.249***   -0.336*** 2.54 (0.91)
子どもから解放されたいと思う （項目2）








  0.225***   -0.172*** 1.66 (0.85)
親であることに充実感を感じる （項目5）
-0.030   0.238*** 3.48 (0.80)
子育ては楽しい （項目6）
-0.020   0.190*** 3.55 (0.75)
親になって成長できた （項目7）








0.072   0.166** 3.61 (0.72)










Table 11 因子別の心苦しさと育児感情の相関係数 
育児肯定感 育児否定感 平均 （SD）
子どもへの心苦しさ -0.002   0.372*** 3.37 (0.92)
祖父母への心苦しさ -0.035   0.159** 2.19 (1.19)
職場への心苦しさ 0.031   0.173*** 3.50 (1.15)
夫への心苦しさ 0.094   0.187*** 1.94 (0.90)
母親規範による心苦しさ 0.034   0.309*** 2.77 (1.10)
育児肯定感 ―   -0.143** 3.58 (0.62)











説明率は 14.8％，0.1％水準で有意となった（F=37.23, df=2,382）（Table 12）。 
Table 12 育児否定感に影響を与える心苦しさの重回帰分析の結果 















（「無気力」：r=.312, p<.001）であった（Table 13）。 
 
Table 13 因子別の心苦しさと精神的健康の相関係数 
子ども 祖父母 職場 夫 母親規範 平均 （SD）
抑うつ・不安   0.304***   0.165**   0.146**   0.136**   0.341*** 3.01 (3.64)
不機嫌・怒り   0.348***   0.124* 0.098   0.121*   0.339*** 3.97 (3.98)

















15～36 時間までを「短時間群」，37～66 時間を「長時間群」とした。 



































 心苦しさに関して，理想の子育て実現度と勤務時間を要因とする 2 要因の分散分析を行
なった。その結果，勤務時間の主効果は有意ではなく（F(1,318)=1.13, n.s.），理想の子育て
実現度の主効果は F(1,318)=61.70 で 0.1％水準で有意であり，勤務時間と理想の子育て実現






























































































































第２節 方 法 
 
第１項 調査対象・調査期間・調査方法・手続き 





（1） トラウマ後成長尺度－日本語版（PTGI-J）  
働く母親の心理的成長を測る尺度として，Tedeschi & Calhoun（1996）が作成し，Taku, 
Calhoun, Tedeschi, Gil-Rivas, Kilmer, & Cann（2007）によって日本語化された，「トラウマ後
成長尺度－日本語版（Japanese version of the Posttraumatic Growth Inventory：PTGI-J）」（21
項目）を使用した。Tedeschi & Calhoun（1996）はこの尺度を開発するにあたり，過去 5 年







































（4） フェイスシート  















因子負荷量.35 以上，固有値 1 以上を基準に，4 因子，計 19 項目を抽出した。プロマック




















Table 15  PTGI-J因子分析結果（最尤法 ・プロマックス回転後） 
1 2 3 4
第1因子 自己の強さと柔軟性 （α = .847）
困難に対して自分が対処していけることが、よりはっきりと感じられるようになった。 （強さ） .798 .156 -.119 -.040
物事の結末を、よりうまく受け入れられるようになった。 （強さ） .653 .323 -.152 -.012
自らを信頼する気持ちが強まった。 （強さ） .607 -.055 .194 .000
自分の感情を、表に出しても良いと思えるようになってきた。 （他者） .583 -.116 -.112 .293
自分の人生で、より良い事ができるようになった。 （可能性） .522 .296 .124 -.075
精神性（魂）や、神秘的な事柄についての理解が深まった。 （精神性） .498 -.128 .196 .030
第2因子 変化への積極性 （α = .809）
人との関係に、さらなる努力をするようになった。 （他者） -.075 .716 -.116 .233
変化することが必要な事柄を、自ら変えていこうと試みる可能性が、より高くなった。 （可能性） .069 .694 .039 -.061
その体験なしではありえなかったような、新たなチャンスが生まれている。 （可能性） .041 .552 .223 -.127
他者に対して、より思いやりの心が強くなった。 （他者） -.006 .549 .036 .212
一日一日を、より大切にできるようになった。 （人生） .107 .473 .085 .025
第3因子 人生への新たな気づき （α = .724）
新たな関心事を持つようになった。 （可能性） -.031 .065 .596 -.042
自分の人生に、新たな道筋を築いた。 （可能性） .021 .167 .560 -.002
自分の命の大切さを痛感した。 （人生） .189 -.221 .554 .118
人生において、何が重要かについての優先順位を変えた。 （人生） -.102 .105 .509 -.001
人間が、いかにすばらしいものであるかについて、多くを学んだ。 （他者） -.062 .223 .362 .189
第4因子 他者との関係 （α = .719）
トラブルの際、人を頼りに出来ることが、よりはっきりと分かった。 （他者） .031 .029 .017 .627
他人を必要とすることを、より受け入れるようになった。 （他者） -.010 .266 .016 .515
他の人達との間で、より親密感を強く持つようになった。 （他者） .189 -.009 .106 .502
因子相関行列 因子1因子2因子3 因子4
因子1 ― .700 .577 .601
因子2 ― .595 .634
因子3 ― .561
因子4 ―






信頼性係数（Cronbachの α）は，採用した全 19項目では.915，因子 1は.847，因子 2は.809，
















PTGI-J で抽出された 4 因子の解釈を深めるために，各因子と自由記述（仕事と子育ての
両立を経験したことによる感情や思考の変化について）の内容を確認した。質問紙調査票
の有効回答者 400 人のうち，自由記述欄に回答が得られたのは 291 人（72.8％）であった。
著者および心理学専攻の大学院生の 2 名で記述内容がポジティブかネガティブかの分類を
行ったところ，評定者2名の一致率は95％であり，一致しなかったカテゴリーに関しては，
相談の上，最終的な分類を決定した。対象者 291 人のうち，267 人（91.8%）からは成長に
結びつくと考えられるポジティブな変化についての記述が得られ，ネガティブな内容を記
述した回答者は 20 人（6.9％），ポジティブともネガティブとも認められなかった内容の回
答者は 4 人（1.4％）であった。PTGI-J の 4 因子は因子間相関が高いため，他因子との内容
の重複を避けるために，上位群の中でも，それぞれの因子にのみ得点が高い上位者（他の
因子については上位群でも下位群でもない）の記述のみを参照した。 


















































の結果，「人生への新たな気づき」得点は他の 3 つの下位尺得点よりも 0.1％水準で有意に




Table 16 PTGI-J下位尺度得点の比較 
（N=395） 平均 （SD） F値  df 有意確率 多重比較
PTGI-J平均 2.90 (0.91)
A. 自己の強さと柔軟性 2.41 (1.14) 140.83 (3,1182) 0.000 A<B,D<C***
B. 変化への積極性 2.91 (1.10)
C. 人生への新たな気づき 3.41 (0.95)














Table 17 育児協力者の有無による心理的成長の比較 
いる いない F 値  df 有意確率
平均 2.92 2.86 0.29 (1,392) 0.597
SD (0.89) (0.96)
N 272 122
平均 2.41 2.42 0.01 (1,392) 0.930
SD (1.13) (1.17)
N 272 122
平均 2.92 2.92 0.00 (1,393) 0.957
SD (1.10) (1.10)
N 273 122
平均 3.40 3.39 0.02 (1,395) 0.900
SD (0.94) (0.99)
N 275 122


























Table 18 働く理由による心理的成長の比較 
A:経済的な理由B:キャリアや自己実現C:社会参加 F 値  df 有意確率
平均 2.85 3.03 2.84 1.78 (2,370) 0.170
SD (0.92) (0.93) (0.76)
N 197 118 58
平均 2.39 2.53 2.30 0.96 (2,370) 0.385
SD (1.17) (1.11) (0.99)
N 197 118 58
平均 2.87 3.09 2.84 1.78 (2,370) 0.170
SD (1.09) (1.12) (1.01)
N 197 118 58
平均 3.34 3.51 3.37 1.17 (2,372) 0.312
SD (0.95) (1.02) (0.78)
N 199 118 58
平均 2.89 3.15 3.01 2.00 (2,372) 0.136
SD (1.16) (1.11) (0.99)























営業」や「専門職」より低くかった（F(5,378)=3.391, p<.01）（Table 19）。 
 










N 162 36 17 25 61 83 F値  df 有意確率 多重比較
平均 2.81 2.79 3.37 2.85 2.71 3.18 3.63 (5,378) 0.003 A, E<F*
SD (0.93) (0.89) (0.78) (0.80) (0.93) (0.84)
平均 2.27 2.41 3.10 2.27 2.28 2.71 3.23 (5,378) 0.007 A<C, F*
SD (1.16) (1.09) (0.85) (1.12) (1.23) (1.04)
平均 2.81 2.67 3.28 2.95 2.73 3.26 3.01 (5,378) 0.011 A<F*
SD (1.11) (1.16) (1.05) (0.96) (1.12) (1.03)
平均 3.42 3.23 3.95 3.36 3.10 3.60 3.39 (5,378) 0.005 E<C, F*
SD (0.95) (0.96) (0.86) (0.82) (1.02) (0.91)
平均 2.85 3.00 3.12 3.00 2.86 3.30 2.01 (5,378) 0.076





















（平均=2.68, SD=0.91, N=46）」より 5％水準で有意に高く，「人生への新たな気づき」では，
「専門職（平均=3.69, SD=0.87, N=32）」は「公務員・団体職員（平均=2.93, SD=1.03, N=20）」
および「パート・アルバイト（平均=3.00, SD=0.98, N=46）」より 5％水準で有意に高かった
（Table 20）。 
 













職 F 値  df 有意確率 多重比較
平均 2.89 2.59 2.79 2.68 3.25 2.45 (4,180) 0.048 D<E*
SD (0.90) (0.93) (0.92) (0.91) (0.89)
N 71 19 17 46 32
平均 2.34 2.46 2.25 2.29 2.81 1.18 (4,180) 0.320
SD (1.17) (1.16) (1.21) (1.16) (1.19)
N 71 19 17 46 32
平均 2.93 2.42 2.88 2.73 3.29 2.26 (4,180) 0.065
SD (1.07) (1.04) (1.12) (1.10) (1.05)
N 71 19 17 46 32
平均 3.51 2.93 3.40 3.00 3.69 4.35 (4,182) 0.002 B, D<E*
SD (0.87) (1.03) (0.86) (0.98) (0.87)
N 72 20 17 46 32
平均 2.88 2.62 2.69 2.79 3.36 1.95 (4,182) 0.105
SD (1.16) (1.24) (1.15) (1.13) (0.95)

























校」および「大学・大学院」より低かった（F(2,393)=5.362, p<.01）。（Table 21）。 
 







・大学院 F値  df 有意確率 多重比較
平均 2.58 3.06 2.83 5.31 (2,390) 0.005 A<B*
SD (0.95) (0.87) (0.91)
N 39 145 209
平均 2.15 2.64 2.30 5.16 (2,390) 0.006 A, C<B*
SD (1.17) (1.14) (1.12)
N 39 145 209
平均 2.63 3.12 2.84 4.42 (2,391) 0.013 A, C<B*
SD (1.19) (1.04) (1.11)
N 39 145 210
平均 3.11 3.48 3.41 2.25 (2,393) 0.107
SD (0.85) (0.94) (0.98)
N 39 147 210
平均 2.45 3.11 2.98 5.36 (2,393) 0.005 A<B**
SD (1.14) (1.10) (1.13) A<C*















（6） 学歴と働く理由の組み合わせによる比較  






由」（75 人），「キャリアや自己実現」（85 人），「社会参加」（40 人）以外は少なかったため，
「大学・大学院×経済的な理由」，「大学・大学院×キャリアや自己実現」，「大学・大学院×





















N 28 95 29 74 85 40 F値  df 有意確率 多重比較
平均 2.54 3.04 3.40 2.71 2.91 2.87 3.87 (5,345) 0.002 A,D<C**
SD (1.02) (0.85) (0.79) (0.93) (0.96) (0.76)
平均 2.10 2.66 3.05 2.16 2.35 2.39 4.18 (5,345) 0.001 A,E<C*
SD (1.12) (1.11) (0.99) (1.16) (1.12) (0.96) D<B*,C**
平均 2.65 3.07 3.50 2.69 2.97 2.76 3.19 (5,345) 0.008 A,D<C*
SD (1.23) (0.99) (1.10) (1.12) (1.13) (1.03)
平均 3.06 3.38 3.76 3.39 3.41 3.41 1.54 (5,345) 0.178
SD (0.95) (0.95) (0.84) (0.96) (1.08) (0.79)
平均 2.39 3.18 3.37 2.72 3.09 3.13 4.05 (5,345) 0.001 A<B,C,E*




















「情報収集」（「PTGIJ」，r=.313, p<.001），（「強さ柔軟」，r=.233, p<.001），（「変化積極」，r=.291, 
p<.001），（「気づき」，r=.260, p<.001），（「他者」，r=.291, p<.001），「肯定的解釈」（「PTGIJ」，
r=.327, p<.001），（「強さ柔軟」，r=.321, p<.001），（「変化積極」，r=.283, p<.001），（「気づき」，
r=.219, p<.001），（「他者」，r=.254, p<.001），「計画立案」（「PTGIJ」，r=.261, p<.001），（「強さ
柔軟」，r=.155, p<.01），（「変化積極」，r=.257, p<.001），（「気づき」，r=.262, p<.001），（「他者」，



















カタルシス   0.152** 0.098   0.162**   0.110*   0.160** 11.53 (2.69)
放棄・諦め   -0.140**   -0.132**   -0.142**   -0.106* -0.070 6.23 (2.19)
情報収集   0.313***   0.233***   0.291***   0.260***   0.291*** 10.60 (2.67)
気晴らし   0.165**   0.131**   0.200*** 0.061   0.169*** 9.41 (2.74)
回避的思考 0.077 0.066   0.122* -0.003 0.065 8.14 (2.24)
肯定的解釈   0.327***   0.321***   0.283***   0.219***   0.254*** 11.45 (2.28)
計画立案   0.261***   0.155**   0.257***   0.262***   0.236*** 10.91 (2.33)








































仕事と子育ての両立期間（ヶ月）   0.148**   0.182**   0.107* 0.046   0.147** 45.05 (36.98) 393
育児協力者の数   0.207***   0.157*   0.247*** 0.111   0.167** 1.28 (0.54) 268
夫の協力満足度   0.231***   0.183***   0.146**   0.200***   0.290*** 2.90 (0.97) 384
仕事満足度   0.242***   0.226***   0.237**   0.141**   0.198*** 2.97 (0.80) 397
母親規範 -0.010 -0.002 -0.014 -0.004 -0.064 2.80 (0.73) 391
理想の子育て   0.301***   0.325***   0.224***   0.201***   0.235*** 2.52 (0.65) 397
妻年齢 0.034 0.051 -0.034 0.049 0.053 35.63 (4.64) 384
夫年齢 0.074 0.042 0.070 0.060 0.090 37.02 (5.37) 367
子どもの数 0.084   0.112* 0.070 -0.010 0.098 1.57 (0.70) 400
勤務時間 0.098 0.103 0.047   0.114* 0.051 36.18 (7.22) 334


















































と柔軟性」は，原版 PTGI-J の「人間としての強さ」を主として，他の 3 因子全てが組み込
まれており，「変化への積極性」と「人生への新たな気づき」は，「人間としての強さ」を
























































































































第２節 方 法 
  
第１項 調査対象 
 0 歳から 6 歳までの乳幼児をもつ働く母親 291 名を対象とした。 
 
第２項 調査時期および調査方法 
研究 1-1 と 1-2 で使用した 2010 年 9 月から 11 月に配布・回収した質問紙調査の有効回





範囲=24-54），第 1 子の平均年齢 4.3 歳（SD=3.22，範囲=0-18），子どもの数の平均は 1.6 人
（SD=0.71，範囲=1-4）であった。最終学歴は，中学卒業=1人(0.3％)，高校卒業= 20人(6.9％)，
専門学校卒業=59 人(20.3％)，短大卒業= 53 人(18.2％)，4 年制大学卒業= 138 人(47.4％)，
大学院卒業= 20 人(6.9％)であった。職業は会社員 121 人(41.6％)，専門職（医師，看護師，
介護福祉士，教員等）66 人(22.7％)，パート・アルバイト 40 人(13.7％)，公務員・団体職
員 24 人(8.2％)，契約・嘱託・派遣社員 16 人(5.5％)，自営業 16 人(5.5％)であった。仕事と
子育ての両立期間の平均は 44.0 ヶ月（SD=37.12，範囲=2-204），週あたりの平均勤務時間











チ（Modified Grounded Theory Approach: M-GTA）を使用した。当初，KJ 法による分析も試










（1） M-GTA（Modified Grounded Theory Approach） 





























 本研究における 1 つの概念の生成過程の具体例を示す（具体例の記述データは「」の中



























































5 効率化 限られた時間を有効に使うために物事を効率よくこなせるようになること。 23
6 優先順位の明確化 限られた時間や資源の中で，優先順位が明確になること。 14
























14 子育て観の変化 子どもや子育てに関する観念が変化すること。 13
15 自己の強さ 根気強くなる・我慢強くなるなど，自己の強さを再発見すること。 7
16 自己肯定感 自信が増すなど，自分の肯定的側面を見出すこと。 25
17 他者への感謝 周囲の助けを得ながら仕事と子育てを両立させていることに感謝すること。 21










21 充実感 時間に追われながらも，充実している感情を味わうこと。 10
22 幸福感 日々の生活の中で幸福感を感じるようになること。 3
23 寛大になる 心が広くなり，今まで許せなかったことを受け入れられるようになること。 15
24 思いやり 思いやりが深くなること。 4
25 楽観的 物事を楽観的に捉えられるようになること。 4
26 人生への気づき 視野が広くなり，本当に大切なものに気がつくこと。 18
成長を
実感









































































































































































































































































































































































































































































































































































1-2 では捉えられていない概念やカテゴリーも抽出されている。これは，研究 1-2 の量的研
究では捉えきれなかった働く母親に特有の心理的成長を見出したと考えられると同時に，
状況的危機による成長と発達的危機による成長の違いを反映しているとも考えられる。研
















































い。そこで研究 2 では，乳幼児をもつ働く母親に面接調査を実施して，研究 1-3 では明ら
かにできなかった心理的成長の詳細を検討することとした。 














第２節 方 法 
  
第１項 調査対象 
都内在住の 0～6 歳までの乳幼児をもつ働く母親 11人を対象とした（Table 26）。全員が
著者である面接者とは初対面であった。 
対象者の平均年齢は 37.64 歳（範囲：32～41 歳）， 11 人中 10 人が正社員・正規職員で
あり，1 人は任期付きのフルタイム勤務であり，最終学歴は，専門学校 1 人，4 年制大学 8
人，大学院修士課程 1 人，大学院博士課程 1 人であった。日中の子どもの預け先は，認可・
認証保育所が 10 人，幼稚園が 1 人であった。 
 
Table 26 面接対象者 





最終学歴 職業 勤務年数 両立期間
A 53M28S 41 41 6 4 大学 会社員 16年目 6年
B 1H15M33S 40 46 5 － 大学院 会社員 17年目 5年
C 1H1M39S 37 39 5 － 専門学校 団体職員 10年目 5年
D 54M39S 36 46 5 3 大学 会社員 13年目 4年4ヶ月
E 1H4M37S 41 42 9 4 大学 会社員 19年目 9年
F 55M32S 39 40 5 2 大学 会社員 12年目 4年
G 1H11M54S 36 40 4 － 大学院 大学教員 5年目 4年
H 57M35S 32 38 4 － 大学 会社員 10年目 3年
I 1M25M09S 34 35 3 － 大学 会社員 4年目 3年5ヶ月
J 57M06S 38 43 4 － 大学 会社員 17年目 3年6ヶ月





2013 年 6 月～9 月に半構造化面接調査を実施した。 
 
第３項 手続き 





























































































































































































































































































































































































































































































































































































った結果，本当に 1 年間で 3 部署回ったんですよ（笑）。結局，違う支店に行かされたりっ
ていうこともあった結果，今はまた本社に戻ったんですけど，そんなことがあり，激動の




































































































































































第４節 考察  
本研究の目的は，研究 1-3 で構築した乳幼児をもつ働く母親の心理的成長プロセス・モ


































































































































ことを，研究 2 の質的研究でも確認できたといえる。 
















































































では，研究 1 で使用したデータを分析に使用する。これらのデータは研究 2 で明らかにし
たプロセス・モデルに基づいて収集されたものではないが，それらのデータを用いて，研





第２節 方 法 
 
第１項 調査対象・調査期間・調査方法・手続き 
研究 1 と同じである。 
 
第２項 調査内容 
 本研究では，研究 1 で使用した調査内容のうち，以下の項目を分析に使用した。 






























































Table 28 心理的成長高低の 2群による比較（1）：心苦しさ（危機） 
心理的成長 N 平均値 (SD) t値  df 有意確率
子どもへの心苦しさ 低群 189 3.51 (0.85) 3.138 381.11 0.002
高群 196 3.22 (0.95)
母親規範による心苦しさ 低群 188 2.91 (1.08) 2.302 382 0.022
高群 196 2.65 (1.09)
祖父母への心苦しさ 低群 185 2.29 (1.23) 1.383 374 0.167
高群 191 2.12 (1.15)
夫への心苦しさ 低群 185 1.99 (0.90) 0.761 379 0.447
高群 196 1.92 (0.92)
職場への心苦しさ 低群 189 3.52 (1.13) 0.518 383 0.605
高群 196 3.46 (1.18)
心苦しさ 低群 181 2.91 (0.69) 2.439 370 0.015



















Table 29 心理的成長高低による比較（2）：ストレス対処と周囲のサポート 
心理的成長 N 平均値 (SD) t値  df 有意確率
情報収集 低群 188 9.95 (2.74) -4.735 383 0.000
高群 197 11.19 (2.43)
肯定的解釈 低群 188 10.79 (2.36) -6.078 363.51 0.000
高群 197 12.13 (1.95)
計画立案 低群 188 10.38 (2.37) -4.505 383 0.000
高群 197 11.43 (2.19)
育児協力者数 低群 124 1.19 (0.45) -2.927 238.04 0.004
高群 131 1.38 (0.61)
夫の協力満足度 低群 179 2.75 (1.00) -2.784 358.03 0.006
高群 191 3.03 (0.91)
仕事満足度 低群 188 2.80 (0.81) -4.313 381 0.000














Table 30 心理的成長高低の 2群による比較（2）：子育ての自信と安心感・心の安定 
心理的成長 N 平均値 (SD) t値  df 有意確率
自尊感情 低群 189 3.35 (0.74) -4.848 383 0.000
高群 196 3.71 (0.70)
育児肯定感 低群 189 3.48 (0.59) -3.152 384 0.002
高群 197 3.68 (0.66)
育児否定感 低群 188 2.27 (0.63) 3.508 383 0.001
高群 197 2.04 (0.64)
母親規範 低群 184 2.78 (0.71) -0.408 375 0.684
高群 193 2.81 (0.75)
理想の子育て 低群 187 2.37 (0.65) -4.766 381 0.000
高群 196 2.68 (0.60)
精神的健康 低群 189 11.91 (10.11) 3.313 377.93 0.001





























子と第 3 子の年齢には有意な差は認められなかった。一方，「第 1 子年齢」（t(372.55)=-3.22, 
p<.01），「子どもの数」（t(384)=-2.24, p<.05），および「仕事と育児の両立期間」（t(372.32)=3.33, 
p<.01）には 2 群間で有意な差が認められた。「勤務時間」については有意傾向は認められ
たが，有意な差までは認められなかった（t(274.90)=-1.78, p<.10）（Table 31）。 
 
Table 31 心理的成長高低の 2群による比較（4）：属性 
心理的成長 N 平均値 (SD) t値  df 有意確率
妻年齢 低群 182 35.36 (4.54) -1.096 370 0.274
（歳） 高群 190 35.88 (4.73)
夫年齢 低群 171 36.85 (5.34) -0.805 351 0.421
（歳） 高群 182 37.31 (5.38)
第1子年齢 低群 183 3.81 (2.95) -3.217 372.55 0.001
（歳） 高群 193 4.85 (3.32)
第2子年齢 低群 78 2.79 (2.98) -0.787 176 0.433
（歳） 高群 100 3.14 (2.84)
第3子_年齢 低群 14 2.64 (2.34) -0.713 33 0.481
（歳） 高群 21 3.29 (2.78)
子どもの数 低群 189 1.49 (0.63) -2.238 384 0.026
高群 197 1.64 (0.75)
仕事と育児の両立期間 低群 186 38.58 (33.63) -3.330 372.32 0.001
（カ月） 高群 193 51.04 (39.07)
勤務時間 低群 149 35.31 (8.21) -1.775 274.90 0.077
























































Table 32 心理的成長に影響を与える変数の重回帰分析 
説明変数
心苦しさ － － － － －
ストレス対処
　情報収集 0.243*** 0.173*** 0.248*** 0.241*** 0.213***
　肯定的解釈 0.160*** 0.203*** 0.125** － －
　計画立案 － － － － －
周囲のサポート
　育児協力者数 0.119** － 0.180*** － －
　夫の協力満足度 0.149*** 0.118** － 0.162*** 0.221***
　仕事満足度 － － － － －
子育ての自信と安心感
　自尊感情 － － － － －
　育児肯定感 0.135** － － 0.248*** 0.122*
　育児否定感 － － － － －
　理想の子育て 0.218*** 0.298*** 0.179*** － 0.143*
　精神的健康 － － － － －
属性
仕事と育児の両立期間 0.190*** 0.250*** 0.158*** － 0.179**
第1子年齢 － － － － －
子どもの数 － － － － －
R 2 0.336*** 0.302*** 0.225*** 0.175*** 0.202***
F 値 16.521 19.946 13.476 16.736 11.857
df (7, 229) (5, 231) (5, 232) (3, 236) (5, 234)





























は 22.5％，0.1％水準で有意となった（F=13.48, df=5,232）。 
「人生への新たな気づき」では，選択された変数は，ストレス対処（「情報収集」），周
囲のサポート（「夫の協力満足度」），子育ての自信と安心感（「育児肯定感」）であり，β は
















β=.179, p<.001），（「他者」，β=.143, p<.001），および「仕事と育児の両立期間」（「PTGIJ」，β=.190, 












































































































































































































研究 2 では，研究 1-3 で明らかにした働く母親の心理的成長プロセス・モデルの発展，







するという，ストーリーラインと研究 2 の結論が導き出された。研究 2 で明らかになった
心理的成長プロセスは，研究 1-3 のプロセスと大きな流れにおいては一致していた。ただ
し，［心理的な葛藤］は，産後の【自分中心】から【子ども中心】への変化の中で生じる第
















がることが示されたが，この結果は，研究 1-1 と研究 1-2 の量的研究と，研究 1-3 の質的研









究 2 で明らかになった結果は，より客観的に確認する必要があると考えられた。 
















成長を高める要因であった。このように，研究 3で得られた結果は，研究 2 の心理的成長
プロセスと矛盾せず，研究 2 の質的分析で明らかにした心理的成長プロセスを，研究 3 の
量的分析によって確認できたと考えられた。 






















































































アメリカの乳幼児精神医学者 Stern, Daniel N．は，子どもの誕生によって女性の精神生活は
根底から変わり，母親となる過程で女性はそれまでとは根本的に違う心の傾向をもつよう






















































































































































































































































































































（ヤングアダルト）」の「親密 対 孤立」から，「成人期」の「ジェネラティヴィティ 対 停



















































































































































American Psychiatric Association.（2004）．DSM-IV-TR 精神疾患の診断・統計マニュアル-新
訂版．（高橋三郎・大野裕・染矢俊幸，監訳）．東京：医学書院．（American Psychiatric 
Association. (2000). Diagnositc and statistical manual of mental disorders- fourth edition．
Virginia: American Psychiatric Publishing, Inc.） 
Belsky, J., Spanier, G. B., & Rovine, M. (1983)．Stability and change in marriage across the 








Erikson, E. H. （2011）．アイデンティティとライフサイクル．（西平 直・中島由恵，監訳）．
東京：誠信書房．（Erikson, E. H.（1959）．Identity and the life cycle. New York: International 
University Press．） 
Freud, S.（1905）．フロイト著作集第 5 巻：性欲論三篇．（懸田克躬・高橋義孝，監訳）．京
都：人文書院．（1969）．  
船曳建夫．（2010）．「日本人論」再考．東京：講談社学術文庫． 
Glaser, Barney G. and Strauss, Anselm L.（1996）データ対話型理論の発見：調査からいかに理
論をうみだすか．（後藤隆・大出春江・水野節夫，監訳）．東京：新曜社．（Glaser, Barney 
G. and Strauss, Anselm L.（1967）．The discovery of grounded theory: Strategies for qualitative 
research. New York: Aldine Publishing Company．） 
濱田維子．（2005）．仕事と家庭の多重役割が母親の意識に及ぼす影響．日本赤十字九州国






Janoff-Bulman R. (1989). Assumptive worlds and the stress of traumatic events: Applications of the 















国立社会保障・人口問題研究所．（1998）．第 2 回全国家庭動向調査結果の概要. 
国立社会保障・人口問題研究所．（2003）．第 3 回全国家庭動向調査結果の概要. 
国立社会保障・人口問題研究所．（2008）．第 4 回全国家庭動向調査結果の概要 




LeMasters, E. E. (1957). Parenthood as crisis. Marriage and Family Living, 19, 352-355. 
前川あさ美・武藤清子・野村法子・園田雅代．（1996）．複数役割をもつ成人期女性の葛藤




















Rothbaum, F., Weisz, J.R., & Snyder, S. S. (1982). Changing the world and changing the self: A 
two-process model of perceived control. Journal of Personality and Social Psychology, 42, 5-37. 
Stern, Daniel N., Bruschweiler-Stern, Nadia, & Freeland, Alison.（2012）母親になるということ
－新しい「私」の誕生．（北村婦美，監訳）大阪：創元社．（Stern, Daniel N., Bruschweiler-Stern, 
Nadia, & Freeland, Alison. (1998). The birth of a mother: How the motherhood experience 












Taku, K., Calhoun, L.G., Tedeschi, R.G., Gil-Rivas, V., Kilmer, R.P., & Cann, A.（2007）． 
Examining Posttraumatic Growth among Japanese University Students. Anxiety Stress Coping, 20, 
353-367. 
宅香菜子．（2010a）．がんサバイバーの Posttraumatic Growth．腫瘍内科，5（2），211-217.   
宅香菜子．（2010b）．外傷後成長に関する研究－ストレス体験をきっかけとした青年の変容．
東京：風間書房． 
Tedeschi RG, Calhoun LG. (1996). The posttraumatic growth inventory: Measuring the positive 
legacy of trauma. Journal of Traumatic Stress, 9, 455-471. 
Tedeschi RG, Calhoun LG. (2004). Posttraumatic growth: Conceptual foundations and empirical 
evidence. Psychological Inquiry, 15, 1-18. 
Tedeschi RG, Calhoun LG. (2006). Handbook of posttraumatic growth: Research and practice.  























































































































































【第 3 章・研究 1-1】 
高橋有香．（2011）．乳幼児をもつ働く母親の心苦しさが育児感情に及ぼす影響．生涯発達
心理学研究，3，86-97.   
 
【第 4 章・研究 1-2】 
高橋有香．（2012）．乳幼児をもつ働く母親の心理的成長．生涯発達心理学研究，4，51-63.   
高橋有香．国際家族心理学会 ポスター発表．乳幼児をもつ働く母親の心理的成長－生涯
発達の視点から成人期女性の発達的危機による成長を検討．国立オリンピック記念青少
年総合センターセンター棟．2013 年 9 月 1 日． 
 
【第 5 章・研究 1-3】 
高橋有香．（2013）．乳幼児をもつ働く母親の心理的成長のプロセス．生涯発達心理学研究，
5，73-85．   
高橋有香．発達心理学会 ポスター発表．乳幼児をもつ働く母親の心理的成長のプロセス
の検討－生涯発達の視点から成人期女性の発達的危機による成長を自由記述の質的分
析により検討．京都大学百周年記念館．2014 年 3 月 22 日． 
 
【第 6 章・研究 2】 
高橋有香．発達心理学会 ポスター発表．乳幼児をもつ働く母親の心理的成長のプロセス
の検討－生涯発達の視点から成人期女性の発達的危機による成長をインタビュー調査


























































































１．子育てが思い通りにいかず、イライラすることが多い １ ２ ３ ４ 
２．子どもから解放されたいと思う １ ２ ３ ４ 
３．私は親として不適格ではないかと感じる １ ２ ３ ４ 
４．子育てをしていると、世の中から取り残されていると思う １ ２ ３ ４ 
５．親であることに充実感を感じる １ ２ ３ ４ 
６．子育ては楽しい １ ２ ３ ４ 
７．親になって成長できた １ ２ ３ ４ 
８．子どもにとって私はかけがえのない存在である １ ２ ３ ４ 
９．子どもと一緒にいると心がなごむ １ ２ ３ ４ 
 
 








































1 ゆっくり関われないことが子どもに申し訳ない １ ２ ３ ４ 5 
2 疲れで子どもに優しくできないのがつらい １ ２ ３ ４ 5 
3 子どもの調子が悪い時にも一緒にいてやることが出来ないのは申し訳ない １ ２ ３ ４ 5 
4 別れ際の子どもの様子を見ると心苦しい １ ２ ３ ４ 5 
5 子どもに寂しい思いをさせている １ ２ ３ ４ 5 
6 家事が十分にできないことで夫に迷惑をかけている １ ２ ３ ４ 5 
7 夫に家事や育児を手伝ってもらうのは心苦しい １ ２ ３ ４ 5 
8 夫のことを最優先でできないのは申し訳ない １ ２ ３ ４ 5 
9 子どもが病気で仕事を休むときには職場に迷惑をかけている １ ２ ３ ４ 5 
10 上司や同僚に仕事を任せて先に帰るのは心苦しい １ ２ ３ ４ 5 
11 同僚より仕事の負担を軽くしてもらうのは申し訳ない １ ２ ３ ４ 5 
12 子どもの送迎を祖父母にしてもらうのは心苦しい １ ２ ３ ４ 5 
13 祖父母の助けを借りながら仕事を続けるのはつらい １ ２ ３ ４ 5 




１ ２ ３ ４ 5 
16 子どもが小さいのに子育てに専念できないのはつらい １ ２ ３ ４ 5 
17 母親として育児や家事が十分にできないのは心苦しい １ ２ ３ ４ 5 

























































1 人生において、何が重要かについての優先順位を変えた。       
2 自分の命の大切さを痛感した。       
3 新たな関心事を持つようになった。       
4 自らを信頼する気持ちが強まった。       
5 精神性（魂）や、神秘的な事柄についての理解が深まった。       
6 トラブルの際、人を頼りに出来ることが、よりはっきりと分かった。       
7 自分の人生に、新たな道筋を築いた。       
8 他の人達との間で、より親密感を強く持つようになった。       




      
11 自分の人生で、より良い事ができるようになった。       
12 物事の結末を、よりうまく受け入れられるようになった。       




      
15 他者に対して、より思いやりの心が強くなった。       




      
18 宗教的信念が、より強くなった。       
19 思っていた以上に、自分は強い人間であるということを発見した。       
20 人間が、いかにすばらしいものであるかについて、多くを学んだ。       
21 他人を必要とすることを、より受け入れるようになった。       
  
問４ あなたの人生に対する考え方についてうかがいます。それぞれ 1～7までのうち、あなたの感じ方を 
もっともよくあらわしている数字１つに○をつけて下さい。 
 よく←                 →まったく 
あてはまる            あてはまらない 
A．私は、日常生じる困難や問題の解決策を見つけることが
できる 
１ ２ ３ ４ 5 6 7 
B．私は、人生で生じる困難や問題のいくつかは、向き合い、
取り組む価値があると思う 
１ ２ ３ ４ 5 6 7 
C．私は、日常生じる困難や問題を理解したり予測したりでき
る 



















































































































































































１．悪いことばかりではないと楽観的に考える １ ２ ３ ４ 5 
２．誰かに話を聞いてもらい気を静めようとする １ ２ ３ ４ 5 
３．嫌なことを頭に浮かべないようにする １ ２ ３ ４ 5 
４．スポーツや旅行などを楽しむ １ ２ ３ ４ 5 
５．原因を検討しどのようにしていくべきか考える １ ２ ３ ４ 5 
６．力がある人に教えをうけて解決しようとする １ ２ ３ ４ 5 
７．どうすることもできないと解決を後延ばしにする １ ２ ３ ４ 5 
８．自分は悪くないと言い逃れをする １ ２ ３ ４ 5 
９．今後はよいこともあるだろうと考える １ ２ ３ ４ 5 
10．誰かに話しを聞いてもらって冷静を取り戻す １ ２ ３ ４ 5 
11．そのことをあまり考えないようにする １ ２ ３ ４ 5 
12．買い物や賭事、おしゃべりなどで時間をつぶす １ ２ ３ ４ 5 
13．どのような対策をとるべきか綿密に考える １ ２ ３ ４ 5 
14．詳しい人から自分に必要な情報を収集する １ ２ ３ ４ 5 
15．自分では手に負えないと考え放棄する １ ２ ３ ４ 5 
16．責任を他の人に押しつける １ ２ ３ ４ 5 
17．悪い面ばかりでなくよい面をみつけていく １ ２ ３ ４ 5 
18．誰かに愚痴をこぼして気持ちをはらす １ ２ ３ ４ 5 
19．無理にでも忘れるようにする １ ２ ３ ４ 5 
20．友だちとお酒を飲んだり好物を食べたりする １ ２ ３ ４ 5 
21．過ぎたことの反省をふまえて次にすべきことを考える １ ２ ３ ４ 5 





23．対処できない問題だと考え、諦める １ ２ ３ ４ 5 
24．口からでまかせを言って逃げ出す １ ２ ３ ４ 5 
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例 疲れている １ ２ ３ ４ 
     
１ 怒りっぽくなる １ ２ ３ ４ 
２ 悲しい気分だ １ ２ ３ ４ 
３ なんとなく心配だ １ ２ ３ ４ 
４ 怒りを感じる １ ２ ３ ４ 
５ 泣きたい気持ちだ １ ２ ３ ４ 
     
６ 感情を抑えられない １ ２ ３ ４ 
７ くやしい思いがする １ ２ ３ ４ 
８ 不愉快だ １ ２ ３ ４ 
９ 気持ちが沈んでいる １ ２ ３ ４ 
10 いらいらする １ ２ ３ ４ 
     
11 いろいろなことに自信がない １ ２ ３ ４ 
12 何もかもいやだと思う １ ２ ３ ４ 
13 よくないことを考える １ ２ ３ ４ 
14 話や行動がまとまらない １ ２ ３ ４ 
15 なぐさめて欲しい １ ２ ３ ４ 
     
16 根気がない １ ２ ３ ４ 
17 ひとりでいたい気分だ １ ２ ３ ４ 










































１．少なくとも人並みには、価値のある人間である。 １ ２ ３ ４ ５ 
２．色々な良い素質をもっている。 １ ２ ３ ４ ５ 
３．敗北者だと思うことがよくある。 １ ２ ３ ４ ５ 
４．物事を人並みには、うまくやれる。 １ ２ ３ ４ ５ 
５．自分には、自慢できるところがあまりない。 １ ２ ３ ４ ５ 
６．自分に対して肯定的である。 １ ２ ３ ４ ５ 
７．だいたいにおいて、自分に満足している。 １ ２ ３ ４ ５ 
８．もっと自分自身を尊敬できるようになりたい。 １ ２ ３ ４ ５ 
９．自分は全くだめな人間だと思うことがある。 １ ２ ３ ４ ５ 




















A. 妻（ご自身） （  ）歳，  B. 夫 （       ）歳（職業：       ）  
C. 同居の祖父 （      ）歳  D. 同居の祖母 （   ）歳，  E. その他の同居
者（    ） （      ）歳 
E. 子ども①（男・女）（     ）歳  子ども②（男・女）（     ）歳  子ども③（男・女）
（     ）歳 
  子ども④（男・女）（     ）歳  子ども⑤（男・女）（     ）歳  子ども⑥（男・女）





A.中学   B.高校  Ｃ.短大   Ｄ.専門学校   E.大学   Ｆ.大学院   G.その他




[職 業] ・ご職業について教えてください。 
・ （現在，育児休暇中または産前・産後休暇中ですか   は い ・  いいえ）  
A. 会社員 B. 公務員・団体職員 C. 自営業（ﾌﾘｰﾗﾝｽ） D. 契約・嘱託・派遣社員 E. ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ 
F. 専門職 （具体的に：               ） H. その他
(                         )  
（業種：                         ） 
                                
・ 勤務形態・職種 
A. フルタイム勤務（正社員・常勤） B. パートタイム勤務 C. 自営業  D . その他
(        ）  
・勤務時間： 週（         ）時間勤務 （パートタイムの場合，週当たりの勤務日数：    
日 ） 





・ 仕事と子育ての両立生活をはじめてからどれ位の年月が経っていますか。約（     ）年 
（    ）ヵ月 
・ お仕事に復帰されたのは，お子さんが何歳の時ですか。 






夫との家事・育児の分担の割合は？（全体を 10 とすると） 
 家事： 妻（ 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 ）夫（ 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 ） 
 育児： 妻（ 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 ）夫（ 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 ） 
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・夫の家事・育児への協力には満足していらっしゃいますか。A.満足 B. まあ満足 C.やや不




・夫や保育所以外で身近に育児に協力してくれる方はいらっしゃいますか。   
A. いる（祖父母・親戚・知人・ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄ・ﾍﾞﾋﾞｰｼｯﾀｰ・その他（      ） B. いない 
 そのサポートには満足していらっしゃいますか？  A.満足 B. まあ満足 C.やや不満 D.不















・「子どもが小さいうちは母親の手で育てたほうがよい」という意見もありますが，どう思いますか。    





・仕事をする主な理由は？ A.経済的な理由 B.キャリアや自己実現 C.社会参 D.その他
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（         ）  






  A. そうである  B. まあそうである  C. あまりそうではない  D.まったくそうではない 
＜仕事と子育ての両立＞ それでは，もう少し詳しくお話しをうかがいます。 
 
 [両立開始前の生活：出産前]  まず，お子さんが生まれる前のことについてお伺いします。 
・出産前は，どのようにお仕事されていらっしゃいましたか（勤務時間，残業，満足度，やりがい
等） 
・家事はどうされていらっしゃいましたか？  
・夫との関係にはいかがでしたか？ 
・出産前は，子どもや子育てについてのどのようなイメージをもっていらっしゃいましたか？ 
・出産前は，子どもが生まれたら，どのように子育てしたいと考えていらっしゃいましたか？ 
・出産前は，仕事をしながら子育てすることについて，どのようなイメージをもっていらっしゃいま
したか？ 
 
[両立開始前の生活：出産後]  次に，お子さんを出産なさって仕事に戻る前のことについてお
伺いします。 
・育休中はどのように過ごされていいらっしゃいましたか？ 
・夫との育児の分担はどうされていらっしゃいましたか？ 
・夫との関係はいかがでしたか。 
・出産前と後では，子どもや子育てについてのイメージは変わりましたか？ 
・仕事に復帰されることについては（仕事と子育てを両立させることについて），どのようにお考え
でしたか？ 
・復帰後は，どのようにお仕事をしたいと考えていらっしゃいましたか？ 
・復帰後は，どのように子育てしたいと考えていらっしゃいましたか？ 
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・復帰後は，どのように仕事と子育てを両立させたいと考えていらっしゃいましたか？ 
 
[両立開始後] 次に，仕事に復帰されてからのことについてお伺いします。 
 
・仕事に復帰されて間もない頃は，仕事と子育てを両立させることはいかがでしたかしたか？ 
・困難な状況を経験しましたか？ 
・困難な状況には，どのように対処しましたか？ 
・現在はいかがでしょうか？ 
・それはどうしてですか？ 
 
・仕事と子育てを両立させようと試みる経験をしたことによって，○○さんのお気持ちやお考えに， 
どのような影響や変化がありましたか。ご自由にお話ください（それはどうしてですか？） 
 
・お仕事に復帰する前と後では，お仕事に対するお考えに変化はありましたか？ 
・それはどうしてですか？ 
 
・仕事に復帰する前と後では，子育てに対するお考えに変化はありましたか？ 
・それはどうしてですか？ 
 
・仕事に復帰する前と後では，仕事と子育てを両立させることについてのお考えに変化はありま
したか？ 
・それはどうしてですか？ 
 
・夫との関係に変化はありましたか。 
・それはどうしてですか？ 
・周囲の人との関係に変化はありましたか。 
・それはどうしてですか？ 
 
・仕事に復帰する前と後では，お気持ちで一番変わられたことは何でしょうか。 
・それはどうしてですか？ 
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・一番成長したなと思うところはどのようなところですか？ 
 
・ご自身にとって理想的な仕事と子育てのバランス（割合）は？ 
 
 
 [意味づけ] 
・○○さんにとって，仕事とは，どういうものなんでしょうか？ 
・○○さんにとって，子育てとは，どういうものなんでしょうか？ 
・○○さんにとって，仕事をしながら子育しようとすることは，どういうものなんでしょうか？ 
 
・仕事と子育てを両立させようとしている現在という時期は，○○さんにとってどんな時期だと思い
ますか？ 
 
 
質問は以上になります。お忙しい中，インタビューにご協力いた質問は以上になります。お忙し
い中，インタビューにご協力いただきまして本当にありがとうございました。 
 
